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１．緒言

陸上競技において記録は勝敗を決める絶対的条件で その自己記録を伸ばすために日々選手は練習に

励んでいる また陸上競技は短距離種目 長距離種目 跳躍種目 投擲種目と様々な種目に分かれており

その専門性も大きく異なることからそれぞれの専門性にあった練習が必要になってくる しかし各種目

に対する記録を伸ばす要因は体力的要因なのか身体的要因なのか技術的要因なのか範囲が膨大なため

それぞれの現場で意見が分かれることが多い 昨今 陸上競技における運動指導現場では競技者の体力

値や運動能力 またトレーニング成果を判定するための手段として身体組成やコントロールテストが採

用されており その結果から競技レベルを判断して トレーニングメニューを考察することにより選手

の自己記録更新へ導く一つの手段として研究の現場でも用いられることが多い（青木ら 稲岡

ら 菊池 熊野ら 酒井ら 高梨 藤井 吉本ら 渡邉ら ） し

かし これまで身体組成やコントロールテストを用いてどの項目が記録を伸ばす要因なのかなど研究さ

れてきたものの 種目が限定的であったり コントロールテストの項目も少ないものが見られることか

ら 被験者を多種目にして多項目のコントロールテストを行い 各種目の記録に関する要因を分析する

ことは今後の指導現場や研究現場でも有用な知見となることが考えられる そこで本研究では大学男子

陸上競技者 名を対象に身体組成 項目おとびコントロールテスト 項目を実施し その測定結果

よりどの項目が各競技成績に大きく影響しているのかを重回帰分析を用いて研究を行うことを目的と

した

２．方法

被検者は 田中 の実験と同じ 大学男子陸上競技選手 名（短距離 名 ）、長距離 名 、跳

躍 名 、投擲 名 ）である 被検者は 本研究でコントロールテストとして採用した種目を 日常

的なトレーニングの中で行っており いずれの被検者も上肢あるいは下肢に障害を有しておらず 筋機

能に影響を与えるような薬を服用していない 測定の実施に先立ち 被検者には 本研究の目的および実

験への参加に伴う危険性について十分な説明を行い 実験参加の同意を得た 身体組成の項目は身長 体

重 体脂肪率 筋肉量 内臓脂肪 基礎代謝 推定骨量 体内年齢 足腰年齢である コントロールテス

トの項目は 走 立幅跳 立五段跳 助走付立五段跳 垂直跳 リバウンドジャンプ 指数 跳躍高 接地

時間 ヤードスティックジャンプ 自転車ペダリング 平均パワー ピークパワー ピーク回転数 ピーク

到着時間 ピーク回転数 ベンチプレス クリーン スナッチ デッドリフト スクワット メディシン
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ボール投げ フロント バック であり 田中 の実験と同じものを利用する

統計処理

すべての統計処理は統計処理ソフト 製 を用いて行った

３．区間推定と一元配置

区間推定

最初に各ブロックの種目別区間推定を行った 区間推定を以下の表 から表 に表わす すべて

の測定値は 平均値及び信頼度で表わす 次に種目別の身体組成とコントロールテストの一元配置ある

いは 標本による平均値の差の検定を行う

一元配置

短距離

まず以下の短距離ブロックの一元配置を行う

𝐻𝐻0: 𝜇𝜇𝑆𝑆100𝑖𝑖 = 𝜇𝜇𝑆𝑆200𝑖𝑖 = 𝜇𝜇𝑆𝑆400𝑖𝑖 = 𝜇𝜇𝑆𝑆400𝐻𝐻𝑖𝑖 (𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)
𝐻𝐻1:少なくとも 1 つの種目の母平均は他の母平均と異なる.

ここで𝑖𝑖は 項目の身体組成または 項目のコントロールテストのデータ 𝜇𝜇𝑠𝑠100𝑖𝑖は短距離

走の母平均 同様に𝜇𝜇𝑠𝑠200𝑖𝑖は 走  𝜇𝜇𝑠𝑠400𝑖𝑖は 走  𝜇𝜇𝑠𝑠400𝐻𝐻𝑖𝑖は ハードル走の各母平均を表す

短距離ブロックの母平均の差において有意水準 ％で棄却されたのはメディシンボール投げ のバ

ックスローであった さらに多重比較で棄却されたのは 法では と ハードルのメディ

シンボール投げ のバックスロー と ハードルのメディシンボール投げ のバックスロ

ーであった 法では と ハードルのメディシンボール投げ のバックスローで

有意な差が見られた

長距離

次に長距離ブロックは 走と 走の選手のみであることから 標本による平均値の差の検定

を行う

𝐻𝐻0: 𝜇𝜇𝐿𝐿800𝑖𝑖 = 𝜇𝜇𝐿𝐿1500𝑖𝑖 (𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)
    𝐻𝐻1: 𝜇𝜇𝐿𝐿800𝑖𝑖 ≠ 𝜇𝜇𝐿𝐿1500𝑖𝑖
ここで𝑖𝑖は 項目の身体組成または 項目のコントロールテストのデータ 𝜇𝜇𝐿𝐿800𝑖𝑖は長距離

走の母平均 同様に𝜇𝜇𝐿𝐿1500𝑖𝑖は 走の各母平均を表わす 検定において棄却されたのは自転車ペダリ

ングピーク到着時間 以下ピーク到着時間と表わす とスナッチであった
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表 区間推定（短距離 ハードル）
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表 区間推定（長距離 ）



身体組成およびコントロールテストによる競技種目別大学陸上競技者成績の重回帰分析（田中）　

－ 5 － 141

表 区間推定（跳躍 走幅跳 三段跳 走高跳 棒高跳）



－ 6 －142

表 区間推定（投擲 砲丸投 円盤投 槍投 ハンマー投）
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跳躍

次に跳躍ブロックは 名以上所属する種目が走り幅跳びと走り高跳びのみであったので これら 標

本による平均値の差の検定を行う

𝐻𝐻0: 𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽 = 𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽 (𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)
𝐻𝐻1: 𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽 ≠ 𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽

ここで𝑖𝑖は 項目の身体組成または 項目のコントロールテストのデータ 𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽は跳躍(J)走り幅跳び

(Long Jump)の母平均,同様に𝜇𝜇𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽𝐽は走高跳び(High Jump)を表わす. 検定において棄却されたのは推定

骨量とスクワットであった

投擲

最後に 投擲ブロックの一元配置を行う

𝐻𝐻0: 𝜇𝜇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝐽𝐽 = 𝜇𝜇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝐽𝐽 = 𝜇𝜇𝑇𝑇𝐽𝐽𝑇𝑇𝐽𝐽 = 𝜇𝜇𝑇𝑇𝐽𝐽𝑇𝑇𝐽𝐽 (𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)
𝐻𝐻1:少なくとも 1 つの種目の母平均は他の母平均と異なる

ここで𝑖𝑖は 11 項目の身体組成または 27 項目のコントロールテストのデータ, 𝜇𝜇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝐽𝐽は投擲(𝑇𝑇)砲丸投げ

(Shot Put)の母平均同様に𝜇𝜇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝐽𝐽は円盤投げ(Discus Throw), 𝜇𝜇𝑇𝑇𝐽𝐽𝑇𝑇𝐽𝐽は槍投げ(Javelin Throw), 𝜇𝜇𝑇𝑇𝐽𝐽𝑇𝑇𝐽𝐽

はハンマー投げ(Hammer Throw)を表わす.
投擲ブロックの母平均の差において有意水準 ％で棄却されたのは 内臓脂肪 リバウンドジャン

プ 以下 と表わす 指数 および 接地時間であった さらに多重比較で棄却されたのは 法で

は やりとハンマーの やりとハンマーの体脂肪率 やりとハンマーの内臓脂肪 砲丸とやりの 指

数 砲丸とやりの 接地時間 砲丸とやりのベンチプレス および円盤とハンマーのスナッチであった

法ではやりとハンマーの やりとハンマーの内臓脂肪 砲丸とやりの 指数 および砲

丸とやりの 接地時間であった

４ 相関係数のゼロ仮説検定

短距離

まず短距離ブロックにおける各項目の相関を行う その結果を付表 と付表 に表わす

𝐻𝐻0: 𝜌𝜌𝑇𝑇𝐽𝐽𝑆𝑆 = 0 (𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 1,2, …  ,38, 𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗)
𝐻𝐻1: 𝜌𝜌𝑇𝑇𝐽𝐽𝑆𝑆 ≠ 0

ここで𝜌𝜌𝑇𝑇𝐽𝐽𝑆𝑆は短距離 の身体組成 項目 あるいはコントロールテスト 項目 のデータ𝑖𝑖とデー

タ𝑗𝑗の母相関係数を表わす

短距離ブロックではヤードスティックジャンプ 以下 と表わす 自転車ペダリングピーク回転数

以下ピーク回転数と表わす クリーン スナッチ 立幅跳と各メディシンボール投げとの間で有意な相

関が多く見られた 種目特性上 足の回転など主に瞬発能力に長けた種目に有意な差が見られたと考え

られる  

長距離

次に長距離ブロックにおける各項目の相関を行う その結果を付表 と付表 に表わす

𝐻𝐻0: 𝜌𝜌𝐽𝐽𝐽𝐽𝑆𝑆 = 0 (𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 1,2, …  ,38, 𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗)
𝐻𝐻1: 𝜌𝜌𝐽𝐽𝐽𝐽𝑆𝑆 ≠ 0
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ここで𝜌𝜌𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿は長距離 の身体組成 項目 あるいはコントロールテスト 項目 のデータ𝑖𝑖とデー

タ𝑗𝑗の母相関係数を表わす

長距離ブロックではメディシンボール投げとの相関が身体組成やメディシンボール投げ同士の組み

合わせを除けば メディシンボール投げと各コントロールテスト種目での相関が有意であったものは垂

直跳のみという結果であった これは普段メディシンボールを投げる機会が競技特性上少ないためだと

思われる このことにより長距離種目においてメディシンボール投げのトレーニングの必要性が比較的

低い可能性が考察された またスクワットなどのウェイト種目でも有意な差が出た種目はほとんどな

く これも普段ウェイト種目 特に高重量を扱う種目は行わないことが要因だと考えられる

跳躍

次に跳躍ブロックにおける各項目の相関を行う その結果を付表 と付表 に表わす

𝐻𝐻0: 𝜌𝜌𝐽𝐽𝐿𝐿𝐿𝐿 = 0 (𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 1,2, …  ,38, 𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗)
𝐻𝐻1: 𝜌𝜌𝐽𝐽𝐿𝐿𝐿𝐿 ≠ 0

ここで𝜌𝜌𝐽𝐽𝐿𝐿𝐿𝐿は跳躍 の身体組成 項目 とコントロールテスト 項目 のデータ𝑖𝑖とデータ𝑗𝑗の母相

関係数を表わす

跳躍ブロックでは身体組成とメディシンボール投げの組み合わせにおいて ほとんどの種目で有意な

差が見られた また 走とリバウンドジャンプ ウェイト種目 立幅跳などの水平跳躍種目 および

までの各メディシンボール投げで有意な差が見られた そして平均パワー ピークパワー ピーク回転

数 ウェイト種目 および水平跳躍種目と各メディシンボール投げで有意な差が多く見られた 跳躍ブロ

ックはメディシンボール投げでの有意な差が多く見られ 跳躍種目は他のブロック以上に特にメディシ

ンボール投げの練習が非常に有用になってくる可能性が考察される

投擲

次に投擲ブロックにおける各項目の相関を行う その結果を付表 と付表 に表わす

𝐻𝐻0: 𝜌𝜌𝑇𝑇𝐿𝐿𝐿𝐿 = 0(𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 1,2, …  ,38, 𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗)
𝐻𝐻1: 𝜌𝜌𝑇𝑇𝐿𝐿𝐿𝐿 ≠ 0

ここで𝜌𝜌𝑇𝑇𝐿𝐿𝐿𝐿は投擲 の身体組成 項目 とコントロールテスト 項目 のデータ𝑖𝑖とデータ𝑗𝑗の母相

関係数を表わす

投擲ブロックでは身体組成同士の組み合わせでほとんどの項目で有意な差が見られた これは種目特

性上体重が必要な種目であることが要因と考えられる またスナッチと各メディシンボール投げの全て

の重さと投げ方において有意な差が見られた 投擲ブロックの選手はスナッチの動作とメディシンボー

ル投げの動作を類似させている可能性が示唆される

５ 相関係数の差の検定

短距離 と長距離

短距離ブロックと長距離ブロックの相関係数の差 を検定し特徴を分析する

𝐻𝐻0: 𝜌𝜌𝑆𝑆𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝜌𝜌𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿 (𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 1,2, …  ,38)
𝐻𝐻1: 𝜌𝜌𝑆𝑆𝐿𝐿𝐿𝐿 ≠ 𝜌𝜌𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿

ここで  𝜌𝜌𝑆𝑆𝐿𝐿𝐿𝐿は短距離ブロックの身体組成 項目 あるいはコントロールテスト 項目 のデータ𝑖𝑖
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とデータ𝑗𝑗の母相関係数を表わす 同様に𝜌𝜌𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿は長距離ブロックの母相関係数を表わす

短距離ブロックと長距離ブロックの相関係数の差を検定し有意な差があったものを見てみると特徴的

なものはなく各種目で少しずつ有意な差がでたのみで 非常に平凡的なものとなった 長距離に有利な

持久系種目をコントロールテストにもう少し組みことで相関関係の差に変化がでるのかもしれない  

６ 重回帰分析

各種目の自己記録を従属変数 身体組成とコントロールテストを独立変数とし 種目をダミー変数と

して加えた重回帰分析を行う なお自己記録は によりスコア換算する

短距離

まず短距離の重回帰分析を行う 推定結果は表 に表わす 推定方法は によるステップワイズ

法を行った

表 短距離の重回帰分析

𝑎𝑎0 + ∑ 𝑎𝑎𝐿𝐿
3
𝐿𝐿=1 𝐷𝐷𝐿𝐿 + ∑ 𝑏𝑏𝐿𝐿𝑥𝑥𝐿𝐿

38
𝐿𝐿=1 ε𝐿𝐿

𝐷𝐷1𝐿𝐿 = {1   もし𝑖𝑖が 200m 走の選手なら

0 その他
𝐷𝐷2𝐿𝐿 = {1   もし𝑖𝑖が 400m 走の選手なら

0 その他

    𝐷𝐷3𝐿𝐿 = {1   もし𝑖𝑖が 400m ハードルの選手なら

0 その他            
ここで従属変数 を自己記録 独立変数 𝑥𝑥𝐿𝐿, 𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)を身体組成 項目とコントロールテスト

項目とし  𝐷𝐷1𝐿𝐿は i が 走の選手であるなら その他を  𝐷𝐷2𝐿𝐿は i が 走の選手であるなら

その他を  𝐷𝐷3𝐿𝐿は i が ハードルの選手であるなら その他を とするダミー変数を表わす

この結果より短距離ブロックにおいてはリバウンドジャンプ接地時間が記録に影響を及ぼしている

ことが判明した 自由度修正決定係数は であったので この重回帰を同定した
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長距離

次に長距離の重回帰分析を行う 推定結果は表 に表わす 推定方法は によるステップワイ

ズ法を行った

表 長距離の重回帰分析

𝑎𝑎0 + ∑ 𝑎𝑎𝑖𝑖
3
𝑖𝑖=1 𝐷𝐷𝑖𝑖 + ∑ 𝑏𝑏𝑖𝑖𝑥𝑥𝑖𝑖

38
𝑖𝑖=1 ε𝑖𝑖

𝐷𝐷1𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 1500m 走の選手なら

0 その他         
ここで従属変数 を自己記録 独立変数 𝑥𝑥𝑖𝑖, 𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)を身体組成 項目とコントロールテスト

項目とし  𝐷𝐷1𝑖𝑖は i が 走の選手であるなら その他を とするダミー変数を表わす

この結果より長距離ブロックにおいてはダミー変数が記録に影響を及ぼしていることが判明した 自

由度修正決定係数は であったので この重回帰を同定した

跳躍

次に跳躍の重回帰分析を行う 推定結果は表 に表わす 推定方法は によるステップワイズ

法を行った

表 跳躍の重回帰分析

𝑎𝑎0 + ∑ 𝑎𝑎𝑖𝑖
3
𝑖𝑖=1 𝐷𝐷𝑖𝑖 + ∑ 𝑏𝑏𝑖𝑖𝑥𝑥𝑖𝑖

38
𝑖𝑖=1 ε𝑖𝑖

𝐷𝐷1𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が三段跳の選手なら

0 その他
𝐷𝐷2𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が走高跳の選手なら

0 その他

    𝐷𝐷3𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が棒高跳の選手なら

0 その他    
ここで従属変数 を自己記録 独立変数 𝑥𝑥𝑖𝑖, 𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)を身体組成 項目とコントロールテスト

項目とし  𝐷𝐷1𝑖𝑖は i が三段跳の選手であるなら その他を  𝐷𝐷2𝑖𝑖は i が走高跳の選手であるなら そ

の他を  𝐷𝐷3𝑖𝑖は i が棒高跳の選手であるなら その他を とするダミー変数を表わす
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この結果より跳躍ブロックにおいては 体脂肪率 自転車ペダリングピーク到着時間 助走付立五段跳

が記録に影響を及ぼしていることが判明した 自由度修正決定係数は であったので この重回帰

を同定した

投擲

次に投擲の重回帰分析を行う 推定結果は表 に表わす 推定方法は によるステップワイズ

法を行った

表 投擲の重回帰分析

𝑎𝑎0 + ∑ 𝑎𝑎𝑖𝑖
3
𝑖𝑖=1 𝐷𝐷𝑖𝑖 + ∑ 𝑏𝑏𝑖𝑖𝑥𝑥𝑖𝑖

38
𝑖𝑖=1 ε𝑖𝑖

𝐷𝐷1𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が円盤投の選手なら

0 その他
𝐷𝐷2𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が槍投の選手なら

0 その他   

       𝐷𝐷3𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖がハンマー投の選手なら

0 その他    
ここで従属変数 を自己記録 独立変数 𝑥𝑥𝑖𝑖, 𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)を身体組成 項目とコントロールテスト

項目とし  𝐷𝐷1𝑖𝑖は i が円盤投の選手であるなら その他を  𝐷𝐷2𝑖𝑖は i が槍投の選手であるなら その

他を  𝐷𝐷3𝑖𝑖は i がハンマー投の選手であるなら その他を とするダミー変数を表わす

この結果より投擲ブロックにおいては クリーンと身長が記録に影響を及ぼしていることが判明し

た 自由度修正決定係数は であったので この重回帰を同定した
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７ 短距離と長距離を含めた重回帰分析

最後に短距離と長距離を含めた重回帰分析を行う 推定結果は表 に表わす 推定方法は に

よるステップワイズ法を行った

表 短距離および長距離の重回帰分析

𝑎𝑎0 + ∑ 𝑎𝑎𝑖𝑖
3
𝑖𝑖=1 𝐷𝐷𝑖𝑖 + ∑ 𝑏𝑏𝑖𝑖𝑥𝑥𝑖𝑖

38
𝑖𝑖=1 ε𝑖𝑖

            𝐷𝐷1𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 200m 走の選手なら

0 その他
      𝐷𝐷2𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 400m 走の選手なら

0 その他

    𝐷𝐷3𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 400m ハードルの選手なら

0 その他            
 𝐷𝐷4𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 800m 走の選手なら

0 その他

𝐷𝐷5𝑖𝑖 = {1   もし𝑖𝑖が 1500m 走の選手なら

0 その他

ここで従属変数 を自己記録 独立変数 𝑥𝑥𝑖𝑖, 𝑖𝑖 = 1,2, …  ,38)を身体組成 項目とコントロールテスト

項目とし  𝐷𝐷1𝑖𝑖は i が 走の選手であるなら その他を  𝐷𝐷2𝑖𝑖は i が 走の選手であるなら

その他を  𝐷𝐷3𝑖𝑖は i が ハードルの選手であるなら その他を  𝐷𝐷4𝑖𝑖は i が 走の選手であるな

ら その他を  𝐷𝐷5𝑖𝑖は i が 走の選手であるなら その他を とするダミー変数を表わす

この結果より短距離および長距離ブロックにおいては リバウンドジャンプ接地時間とダミー変数が

記録に影響を及ぼしていることが判明した 自由度修正決定係数は であったので この重回帰を

同定した

８ さいごに

本研究では 陸上競技における男子大学陸上競技選手を対象に身体組成 項目とコントロールテス

ト 項目を実施して 得られた結果より 各種目の区間推定 各種目の身体組成とコントロールテスト

の一元配置 各ブロックにおける相関係数のゼロ仮説検定 そして自己記録を によ

りスコア換算した得点を従属変数 身体組成とコントロールテストの結果を独立変数とした重回帰分析

を行い それぞれの種目に対してどの項目が競技成績に影響を及ぼしているかを分析した その結果 短

距離ブロックではリバウンドジャンプ接地時間の短さが成績に影響を及ぼしていることが分かった こ

れはリバウンドジャンプ接地時間の短さが実際のスプリントに影響していると考えられ 短距離におい

てのリバウンドジャンプの必要性が示唆され 先行研究で見られる大学男子短距離選手においてピッチ

とストライドを説明する因子としてリバウンドジャンプ指数が選択されたこと また疾走能力の獲得に
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は片足交互における水平方向へのジャンプ能力および両足踏切による鉛直方向へのジャンプ能力が重

要な要素であるという報告 吉本ら を少なからず支持するものとなった そのため短距離ではト

レーニングにおいてリバウンドジャンプを取り入れることは非常に有用であり またその際にいかに接

地時間を短くできるかに重きを置くことが実際のパフォーマンスにも好影響を及ぼす可能性があると

考えられた 長距離ブロックが競技成績に影響を及ぼしているのはダミー変数のみであった 今回の測

定では 持久系種目が無かったため このような結果になった要因の一つと考えられる 持久系のコント

ロールテスト項目を複数採用していたら また結果は変わっていたと考えられ 今後コントロールテス

ト種目を採用する際の課題にしたい 跳躍ブロックにおいては体脂肪率 自転車ペダリングピーク到着

時間 助走付立五段跳が競技成績に影響を及ぼしていることが判明した この結果より助走付立五段跳

の能力は跳躍種目において非常に重要であることが分かった 跳躍選手においては助走の無い立幅跳や

立五段跳より助走付立五段跳などの助走をつけた跳躍トレーニングがより効果があると考えられ 実際

のパフォーマンスに好影響を及ぼすことが示唆される 投擲ブロックにおいてはクリーンと身長が競技

成績に影響を及ぼしていることが判明した 身長は高い方が半径やリーチ 投射位置も変わり当然有利

であると考えられる クリーンに関しては当然重いものを持ち上げられたほうが有利であり また投擲

距離にも影響を及ぼす可能性があると考えられるが スクワットやデッドリフト、ベンチプレス スナ

ッチではなくクリーンに影響があるという結果は廣瀬ら が報告した最大筋力を評価するウエイ

トトレーニング種目 ベンチプレス・スクワット・クリーン・スナッチ とハンマー投記録との関係を

調べたところ クリーン最大挙上重量との間にのみ有意な正の相関が認められたという先行研究をハン

マー投げのみではあるが支持する形となった 短距離と長距離ブロックにおいては リバウンドジャン

プ接地時間とダミー変数が記録に影響を及ぼしていることが判明した この結果より走種目に関しては

短い距離や長い距離に関係なくリバウンドジャンプの有用性 さらにリバウンドジャンプにおける接地

時間の短縮が重要になってくると考えられる 以上より本研究では先行研究の報告を支持するものも少

なからずあったが 被験者の増加やコントールテスト項目の増加により さらにデータが正確になると

考えられる

本結果では無論 今回の被験者による測定結果であって 必ずしもどの陸上選手にもあてはまること

ではないのは言うまでもない 今回は被験者を 名としたが 未だ不十分であり 今後も引き続き調査

をすることにより さらに正確なデータになると感じる 次回は被験者数と競技種目数を増やし コント

ロールテストの項目も再検討し 研究を進めたい

【注】

は 名 は 名 は 名 ハードルは 名である

は 名 は 名である

走幅跳は 名 三段跳は 名 走高跳は 名 棒高跳は 名である

砲丸投は 名 円盤投は 名 槍投は 名 ハンマー投は 名である

長距離ブロックの母分散の差において有意水準 ％で棄却されたのは自転車ペダリングピーク到着時間 以

下ピーク到着時間と表わす と立五段跳びであった

跳躍ブロック 走幅跳と走高跳 の母分散の差において有意水準 ％で棄却されたのは体重 筋肉量 基礎代
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謝 推定骨量 ヤードスティックジャンプ 以下 と表わす そしてスクワットであった

短距離ブロックにおける相関関係において有意水準 ％で棄却された項目は身長と体重 身長と筋肉量 身長

と基礎代謝 身長と推定骨量 身長と自転車ペダリング平均パワー 以下平均パワーと表わす 身長と自転車

ペダリングピークパワー 以下ピークパワーと表わす 身長とスクワット 体重と筋肉量 体重と基礎代謝

体重と推定骨量 体重と 接地時間 体重と自転車ペダリング ピーク回転数 以下 と表わす 体重

と平均パワー 体重とピークパワー と体脂肪率 と内臓脂肪 体脂肪率と内臓脂肪 筋肉量と基礎代

謝 筋肉量と推定骨量 筋肉量と 筋肉量と平均パワー 筋肉量とピークパワー 基礎代謝と推定骨量 基礎

代謝と 基礎代謝と平均パワー 基礎代謝とピークパワー 推定骨量と 推定骨量と平均パワー 推定

骨量とピークパワー 走とスナッチ 垂直跳と 指数 垂直跳と 跳躍高 垂直跳とクリーン 垂直跳と

スナッチ 垂直跳と立幅跳 垂直跳と立五段跳 垂直跳と助走付立五段跳 指数と 接地時間 指数と

跳躍高 指数とスクワット 指数とクリーン 指数とスナッチ 指数と立幅跳 指数と立五段

跳 指数と助走付立五段跳 接地時間とデッドリフト 接地時間とスナッチ 接地時間とメディシ

ンボール投げ のバックスロー 以下 と表わす 接地時間とメディシンボール投げ のフロント

スロー 以下 と表わす 跳躍高とスクワット 跳躍高とクリーン 跳躍高とスナッチ 跳躍高と

立幅跳 跳躍高と立五段跳 跳躍高と助走付立五段跳 とクリーン と立幅跳 と助走付立五段

跳 とバック とメディシンボール投げ のバックスロー 以下 と表わす と平均パワ

ー とピークパワー と自転車ペダリングピーク回転数 以下ピーク回転数と表わす とメディシ

ンボール投げ のバックスロー 以下 と表わす とメディシンボール投げ のバックスロー 以

下 と表わす と と 平均パワーとピーク回転数 平均パワーと 平均パワーと 平均パ

ワーと ピークパワーとピーク回転数 ピークパワーと ピークパワーと ピーク回転数と ピーク

回転数と ピーク回転数と ピーク回転数と ピーク回転数と スクワットとクリーン スクワット

と立幅跳 スクワットと助走付立五段跳 デッドリフトとスナッチ クリーンとベンチプレス クリーンとス

ナッチ クリーンと立幅跳 クリーンと助走付立五段跳 クリーンとメディシンボール投げ のフロントス

ロー 以下 と表わす クリーンとメディシンボール投げ のフロントスロー 以下 と表わす クリ

ーンとメディシンボール投げ のフロントスロー 以下 と表わす ベンチプレスとスナッチ ベンチプ

レスと立幅跳 ベンチプレスと スナッチと助走付立五段跳 スナッチと スナッチと スナッチと

スナッチと スナッチと スナッチと スナッチと 立幅跳と立五段跳 立幅跳と助走付立五段

跳 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と

立五段跳と助走付立五段跳 立五段跳と 立五段跳と 助走付立五段跳と と と と

と と と と と と と と と と と と

と と と と と と と と と と と と

であった

長距離ブロックにおける相関関係において有意水準 ％で棄却された項目は体重と筋肉量 体重と基礎代謝

体重と推定骨量 体重と平均パワー 体重とピークパワー 体重とデッドリフト 体重と 体重と と

指数 と 体脂肪率とスナッチ 体脂肪率と立幅跳 体脂肪率と助走付立五段跳 筋肉量と基礎代謝

筋肉量と推定骨量 筋肉量と平均パワー 筋肉量とピークパワー 筋肉量と 筋肉量と 基礎代謝と推定

骨量 基礎代謝と平均パワー 基礎代謝とピークパワー 基礎代謝とデッドリフト 基礎代謝と 基礎代謝と

基礎代謝と 推定骨量と平均パワー 推定骨量とピークパワー 推定骨量と 推定骨量と 垂直跳と

指数 垂直跳と助走付立五段跳 垂直跳と 指数と 接地時間 指数と 跳躍高 指数と

指数とピーク回転数 接地時間と 跳躍高と助走付立五段跳 とピーク回転数 とベ
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ンチプレス、平均パワーとピークパワー 平均パワーとピーク回転数 ピークパワーとピーク回転数 ピーク

回転数とベンチプレス クリーンとベンチプレス クリーンとスナッチ ベンチプレスとスナッチ 立五段跳

と助走付立五段跳 と と と と と と と と と と

と と と と と と と と と と と と

と と と であった

跳躍ブロックにおける相関関係において有意水準 ％で棄却された項目は身長と体重 身長と筋肉量 身長と

基礎代謝 身長と推定骨量 身長と 身長とピークパワー 体重と 体重と体脂肪率 体重と筋肉量 体重

と内臓脂肪 体重と基礎代謝 体重と推定骨量 体重と足腰年齢 体重と 体重とピークパワー 体重と

体重と 体重と 体重と 体重と 体重と と体脂肪率 と筋肉量 と内臓脂肪 と

基礎代謝 と推定骨量 と足腰年齢 とピークパワー とピーク到着時間 とクリーン

とベンチプレス と と と と と と と 体脂肪率と内臓脂

肪 体脂肪率とベンチプレス 体脂肪率と 体脂肪率と 体脂肪率と 体脂肪率と 体脂肪率と 体

脂肪率と 体脂肪率と 筋肉量と内臓脂肪 筋肉量と基礎代謝 筋肉量と推定骨量 筋肉量と 筋肉量と

平均パワー 筋肉量とピークパワー 筋肉量と 筋肉量と 筋肉量と 筋肉量と 筋肉量と 内臓脂

肪と基礎代謝 内臓脂肪と推定骨量 内臓脂肪と足腰年齢 内臓脂肪と 内臓脂肪とピークパワー 内臓脂肪

とベンチプレス 内臓脂肪と 内臓脂肪と 内臓脂肪と 内臓脂肪と 内臓脂肪と 内臓脂肪と

内臓脂肪と 基礎代謝と推定骨量 基礎代謝と 基礎代謝と平均パワー 基礎代謝とピークパワー 基

礎代謝と 基礎代謝と 基礎代謝と 基礎代謝と 基礎代謝と 推定骨量と 推定骨量と平均パ

ワー 推定骨量とピークパワー 推定骨量と 推定骨量と 推定骨量と 推定骨量と 推定骨量と

足腰年齢と 接地時間 足腰年齢とピーク回転数 走と 指数 走とピークパワー 走とスクワ

ット 走とクリーン 走とスナッチ 走と立幅跳 走と立五段跳 走と助走付立五段跳

走と 走と 走と 走と 垂直跳と立幅跳 垂直跳と 垂直跳と 垂直跳と 指

数と 接地時間 指数と 跳躍高 指数とピークパワー 指数と立幅跳 指数と立五段跳 指数

と助走付立五段跳 接地時間とピーク回転数 接地時間と助走付立五段跳 と平均パワー とピー

クパワー とスクワット と と と と 平均パワーとピークパワー 平均パワーと立

五段跳 平均パワーと 平均パワーと 平均パワーと 平均パワーと ピークパワーとクリーン ピ

ークパワーと ピークパワーと ピークパワーと ピークパワーと ピークパワーと ピークパワ

ーと ピークパワーと ピークパワーと ピーク回転数と立幅跳 ピーク回転数と立五段跳 ピーク到

着時間とクリーン スクワットとデッドリフト スクワットと助走付立五段跳 クリーンとベンチプレス ク

リーンとスナッチ クリーンと立五段跳 クリーンと クリーンと クリーンと クリーンと クリ

ーンと クリーンと クリーンと クリーンと ベンチプレスとスナッチ ベンチプレスと ベン

チプレスと ベンチプレスと ベンチプレスと ベンチプレスと ベンチプレスと スナッチと立

五段跳 スナッチと スナッチと スナッチと スナッチと 立幅跳と立五段跳 立幅跳と助走付立

五段跳 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立幅跳と 立五段跳と助走付立五段跳 立五

段跳と 立五段跳と 立五段跳と 立五段跳と 立五段跳と 立五段跳と 立五段跳と 助走

付立五段跳と と と と と と と と と と と

と と と と と と と と と と と と

と と と と と と であった

投擲ブロックにおける相関関係において有意水準 ％で棄却された項目は体重と 体重と体脂肪

率 体重と筋肉量 体重と内臓脂肪 体重と基礎代謝 体重と推定骨量 体重と体内年齢 体重と足腰年齢 体重
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と 指数 体重と 接地時間 体重と平均パワー 体重とピークパワー 体重とクリーン 体重と助走付立五

段跳 と体脂肪率 と筋肉量 と内臓脂肪 と基礎代謝 と推定骨量 と体内年齢

と足腰年齢 と平均パワー とピークパワー とデッドリフト とクリーン と立五段

跳 と助走付立五段跳 体脂肪率と筋肉量 体脂肪率と内臓脂肪 体脂肪率と基礎代謝 体脂肪率と推定骨

量 体脂肪率と体内年齢 体脂肪率と足腰年齢 体脂肪率と 指数 体脂肪率と平均パワー 体脂肪率とピー

クパワー 体脂肪率とデッドリフト 体脂肪率とクリーン 体脂肪率と立五段跳 体脂肪率と助走付立五段跳

筋肉量と内臓脂肪 筋肉量と基礎代謝 筋肉量と推定骨量 筋肉量と体内年齢 筋肉量と足腰年齢 筋肉量と

指数 筋肉量と 接地時間 筋肉量と平均パワー 筋肉量とピークパワー 筋肉量とピーク到着時間 内臓

脂肪と基礎代謝 内臓脂肪と推定骨量 内臓脂肪と体内年齢 内臓脂肪と足腰年齢 内臓脂肪と 指数 内臓

脂肪と平均パワー 内臓脂肪とピークパワー 内臓脂肪とデッドリフト 内臓脂肪とクリーン 内臓脂肪と立

五段跳 内臓脂肪と助走付立五段跳 基礎代謝と推定骨量 基礎代謝と体内年齢 基礎代謝と 指数 基礎代

謝と 接地時間 基礎代謝と平均パワー 基礎代謝とピークパワー 基礎代謝とピーク到着時間 推定骨量と

指数 推定骨量と 接地時間 推定骨量と平均パワー 推定骨量とピークパワー 推定骨量とピーク到着

時間 体内年齢と足腰年齢 体内年齢とピークパワー 体内年齢と立五段跳 体内年齢と助走付立五段跳 足腰

年齢と 指数 足腰年齢とピークパワー 足腰年齢と立五段跳 足腰年齢と助走付立五段跳 走と 垂

直跳と 跳躍高 垂直跳とピーク回転数 垂直跳とスクワット 垂直跳と立幅跳 垂直跳と立五段跳 垂直跳

と助走付立五段跳 指数と 接地時間 指数と立五段跳 指数と助走付立五段跳 接地時間と助

走付立五段跳 跳躍高とピーク回転数 跳躍高とベンチプレス 跳躍高と立幅跳 跳躍高と立五段

跳 とピーク回転数 と立五段跳 と助走付立五段跳 と と 平均パワーとピークパワ

ー 平均パワーとピーク到着時間 平均パワーとデッドリフト 平均パワーとクリーン ピークパワーとピー

ク到着時間 ピークパワーとスクワット ピークパワーとデッドリフト ピークパワーとクリーン スクワッ

トとデッドリフト スクワットとクリーン スクワットとベンチプレス スクワットとスナッチ デッドリフ

トとクリーン クリーンとスナッチ クリーンと クリーンと クリーンと クリーンと ベンチプ

レスと ベンチプレスと ベンチプレスと スナッチと スナッチと スナッチと スナッチと

スナッチと スナッチと スナッチと スナッチと 立幅跳と立五段跳 立五段跳と助走付立五

段跳 と と と と と と と と と と と

と と と と と と と と と と と と

と と と と と であった

相関関係の差は以下の数式を用いて検定を行った

𝑍𝑍𝑆𝑆 = 1
2 𝑙𝑙𝑙𝑙 1+𝑟𝑟𝑆𝑆

1−𝑟𝑟𝑆𝑆
𝑍𝑍𝐿𝐿 = 1

2 𝑙𝑙𝑙𝑙 1+𝑟𝑟𝐿𝐿
1−𝑟𝑟𝐿𝐿

Z = √(𝑛𝑛𝑆𝑆−3)(𝑛𝑛𝐿𝐿−3)
𝑛𝑛𝑆𝑆+𝑛𝑛𝐿𝐿−6 (𝑍𝑍𝑆𝑆 − 𝑍𝑍𝐿𝐿)

ここで𝑟𝑟𝑆𝑆は短距離における𝑖𝑖と𝑗𝑗の相関係数 𝑟𝑟𝐿𝐿は長距離における𝑖𝑖と𝑗𝑗の相関係数 𝑙𝑙𝑆𝑆は短距離のデータ数 𝑙𝑙𝐿𝐿

は長距離のデータ数を表わす  |𝑍𝑍| ≥ は𝐻𝐻0が有意水準 で棄却される

短距離ブロックと長距離ブロックにおける相関係数の差を検定したところ有意水準 ％で棄却された項目

は体重と筋肉量 体重と基礎代謝 体重と推定骨量 筋肉量と基礎代謝 筋肉量と推定骨量 筋肉量とピークパ

ワー 基礎代謝と推定骨量 基礎代謝とピークパワー 垂直跳と 跳躍高 指数と 接地時間 指数と

跳躍高 クリーンとベンチプレス ベンチプレスとスナッチ と と と と と

と と と と であった

この際 ステップワイズのための 値確率は投入が 除去が とした

この際 ステップワイズのための 値確率は投入が 除去が とした
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この際 ステップワイズのための 値確率は投入が 除去が とした

この際 ステップワイズのための 値確率は投入が 除去が とした

この際 ステップワイズのための 値確率は投入が 除去が とした
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